
おしなり商店街街並みリニューアル設計者選定実施要領
おしなり商店街振興組合

１．趣旨
　これまで押上・業平橋地区の商店街は、地元住民や企業の方々の暮らしに密着した下町の商店街として賑わって来ました。

　平成１８年３月に押上・業平橋地区が新タワー建設地に最終決定し、その後、地元でも新タワーとの共生に向けた様々な対応を図ってきました。

　平成２０年７月には、地元の５つの商店会（業平商盛会、業平橋融和会、押上通り商店会、押上ガーデン通り商栄会、業四市場商栄会）の会員と地域住民が連携し、主体かつ積極的に、当該地区の商店街・地域の活性化と今後のまちづくりを考える主体的な組織として「押上・業平橋地区活性化協議会」を組織化しました。

　協議会では、墨田区が「国際観光都市すみだ」を標榜する中で、すみだの魅力を積極的に発信するとともに、多くの来街者をおもてなしの心で迎え、地域経済の活性化に寄与する活動に取り組んできたところです。

　具体的には、商店街のイメージキャラクターおしなりくんの誕生、観光の情報発信拠点・お休み処「おしなりくんの家」の運営、地域の賑わいと交流の機会を創出する「おしなりでパワーＯＮ！」、商店街セールの開催などに取り組んできました。

　一方、当該地域の活性化を維持していくために、一定のまちづくりのルールを検討するとともに、来街者をもてなす魅力ある商店街の街並み環境のあり方についても検討してきたところです。

　平成２３年４月には、おしなり商店街振興組合（以下、振興組合と略す）を設立し、組織の体制強化を図ってきました。

　そのような中、平成２４年５月には東京スカイツリーが開業し、それ以来、当該地区に多くの来街者が訪れるようになりました。

　本「おしなり商店街街並みリニューアル設計者選定」では、来街者をもてなし、是非、一度はこの地を訪れたいと思って頂ける、魅力ある商店街の街並み環境のあり方、「国際観光都市すみだ」に相応しい情報発信のあり方について、より具体的で訴求力のある空間等のあり方を提案できるパートナーを選定するものです。

　なお、この設計者選定は、設計者の選定を目的とするものです。よって、提案された設計を基本に基本設計・実施設計を行いますが、商店街と調整を図りつつ設計者の同意のもと、設計内容の一部を変更することがあります。

２．設計者選定の概要

(1)名称：おしなり商店街街並みリニューアル設計者選定
(2)方法：公募型プロポーザル
３．選定委員会

　設計者選定に係わる審査は、次の委員により組織された選定委員会が行います。
（1）委員長： eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(うづき),卯月)　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(もりお),盛夫)（早稲田大学社会科学総合学術院教授）
（2）委　員： eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(たかたに),高谷)　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ときひこ),時彦)（（株）設計・計画　高谷時彦事務所）
（3）委　員： eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(いのうえ),井上)　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ようじ),洋司)（株式会社　背景計画研究所）
（4）委　員： eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(とみだ),富田)　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(やすゆき),泰行)（株式会社　トミタ・ライティングデザイン・オフィス）
（5）委　員： eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(しいはら),椎原)　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(あきこ),晶子)（晶地域文化研究所　代表）

４．主催・事務局

(1)主　催：おしなり商店街振興組合

(2)事務局：株式会社　計画技術研究所

　　　　　　担当：加藤　明、阿部　正

　　　　　　住所：153-0063　東京都目黒区目黒3-9-3須田ビル205

　　　　　　電話：03-6826-1471

　　　　　　FAX ：03-5773-1028

　　　　　　メールアドレス：oshinari@kgk-net.co.jp
　　　　　　おしなり商店街振興組合ホームページ：http://oshinari.jp/
５．スケジュール

◇実施要領の発表：平成２４年９月１３日（木）
◇募集登録期間：平成２４年９月１４日（金）から平成２４年１０月１２日（金）まで（当日の消印有効）

◇質疑応答

・質疑受付：平成２４年９月２１日（金）の正午から平成２４年９月２８日（金）正午まで。

・質疑回答：平成２４年１０月５日（金）におしなり商店街振興組合ホームページにて公表。

◇第１次提案図書提出期間：平成２４年１０月２６日（金）まで必着。

◇選定委員会と振興組合との意見交換：平成２４年１１月３日（土）

◇第１次審査：平成２４年１１月３日（土）

◇第１次審査結果発表：平成２４年１１月３日（土）

◇設計者と振興組合との意見交換会の実施：平成２４年１１月１０日（土）

◇第２次提案図書提出日：平成２４年１１月２２日（木）必着。

◇第２次審査：平成２４年１１月２５日（日）

・第２次提案プレゼンテーション

・設計者と振興組合との意見交換会

・設計者と選定委員会とのヒアリング

・第２次審査

◇第２次審査結果発表：平成２４年１１月２５日（日）におしなり商店街振興組合ホームページにて公表。
６．応募条件

(1)第１次提案

多様なアイディアを募集するため、年齢、資格、国籍等の条件は定めません。

ただし、以下の条件に該当する企業に所属する方は応募することはできません。

①地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の４の規定に該当してない者であること。
②応募登録の時点において、国及び地方公共団体から、建設コンサルタント業務に関し、指名停止を受けている期間中でないこと。
③会社更生法の規定に基づく更生手続き開始の申し立て又は民事再生法に基づく再生手続き開始の申し立てがなされていない者。

(2) 第２次提案

提案の実施に向けて必要な資格を有した設計チームを準備して下さい。

(3)応募に対する制限

◇応募１者につき、応募登録及び提案は１つとし、応募者が所属する企業からの重複参加は認められません。なお、２次審査においては、共同設計者の重複参加も認められません。
◇応募者は、建築、構造、都市計画、造園、その他の専門家と共同設計することができます。
◇次の各号に掲げる者は、有資格者であっても、応募又は共同設計することはできません。また、応募者は、次に掲げる者から直接又は間接に支援を受けることはできません。
a)選定委員会委員及びその家族
b)選定委員会委員及びその家族が主宰、役員、顧問をしている営利組織に所属するもの
c)選定委員会委員が大学に所属する場合において、その選定委員会委員の研究室に現に所属するもの
d)主催者の組織に所属する者
７．応募の登録

本設計者選定に応募しようとする場合は、登録が必要になります。 
◇応募登録は、第１次審査及び第２次審査を通しての登録とみなします。
◇【登録申込書（別記様式１）】及び記録媒体（コンパクトディスク）を作成し、郵便（宅配便も可）にて送付してください。
◇登録者に対して事務局より、登録通知を電子メールで「登録番号」と共に送信します。（応募から１０日間以上経ても、登録通知が無い場合は、事務局に確認を行ってください。）
◇共同体の場合は、代表者１名で登録してください。
◇応募登録期間：平成２４年９月１４日（金）から平成２４年１０月１２日（金）まで（当日の消印有効）

８．提案の内容及び条件

(1)提案の範囲

◇おしなり商店街振興組合の範囲。

■位置図
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(2)計画条件

◇選定された案をもとに、基本設計及び実施設計を平成２４年度内に完了して頂きます。

(3)整備費

◇概ね２億円程度を想定しています。
◇ただし、整備費については確約されたものでなく、今後、変更されることがあります。
(4)提案の内容

◇東京スカイツリーに隣接した地域特性に十分配慮し、来街者をもてなす魅力ある街並み環境や大規模集客施設に隣接した商店街としての地域課題の解決方法について自由に提案して下さい。

◇提案の対象は、おしなり商店街のファサード、歩道環境、おしなり商店街情報や墨田区の観光情報の情報発信を基本とし、ソフトな活動の提案も受け付けます。
◇以下に提案内容の対象の範囲を例示します。それ以外の提案も受け付けます。

建築物：壁面、看板、庇、照明、シャッター、緑化、官民境界部の設え

道路空間：照明、植栽、植栽防護柵、ペイブ（全面改修は不可）、サイン、その他ストリートファニチャー

情報発信：サイン、ＩＴ活用、マップ

ソフトな活動：イベント、仮設設備、商店街のシンボルマーク・バナー・のれん・ユニフォーム等のデザイン、商品開発

 (5)参加報酬

◇第２次審査へ提出する提案の作成経費として、３者に各１０万円支払います。

９．提案図書の提出方法

(1)提案図書

①第1次提案

◇提案図書：平成２４年１０月２６日（金）まで必着。
a)Ａ２サイズ（横594mm×縦420mm）、横づかい、厚さ10mm以内のボード貼り1枚とし、ボードの材質は軽量なもので枠無し、色等は自由とします。また、Ａ３サイズの縮小版コピー（カラー）を２０部提出してください。
b)提案図書の右上隅に登録の際に事務局より通知された次の設計者選定登録番号（２㎝×１０㎝の枠内）を記載して下さい。
c)紙質、表現方法は自由としますが、後述の「13．審査項目」に基づいて、提案してください。ただし、第1次審査は、匿名扱いとしますので、提案者が特定できるような名称などの情報については記載しないでください。
◇略歴

・略歴書【別記様式２】

②第２次提案

◇提案図書：平成２４年１１月２２日（木）必着。
a)Ａ１サイズ（横594mm×縦841mm）、縦づかい、厚さ10mm以内のボード貼り２枚とし、ボードの材質は軽量なもので枠無し、色等は自由とします。また、Ａ３サイズの縮小版コピー（カラー）を２０部提出してください。
b)提案図書の右上隅に登録番号（２㎝×１０㎝の枠内）を記載して下さい。
c)紙質、表現方法は自由とします。
◇経歴・取組体制など

・経歴書１【別記様式３】及び経歴書２【別記様式４】
・チーム体制経歴書１【別記様式５】及びチーム体制経歴書２【別記様式６】
(2)提案図書作成の留意点

◇使用する言語は、日本語とします。
◇使用する寸法はメートル法、通貨単位は円とします。
◇提案図書は、すべて片面使用とします。
◇郵送または宅配便で、事務局宛に提出して下さい。
◇送料は応募者負担とし、着払いの場合、提案図書は受け取りません。
◇外装には、応募者の登録番号、氏名、住所、連絡先電話番号を記載してください。
◇主催者は、郵送中の破損、遅延等については、責任を負いませんので提出については、十分留意してください。
◇提出後は理由の如何にかかわらず、書類の追加及び修正は認めません。
10．質疑応答

◇応募実施要領の内容に質疑がある場合は、質問書【別記様式７】に必要事項を簡潔に記入し、電子メールにより下記期間内に送信してください。
質疑受付期間：平成２４年９月２１日（金）の正午から平成２４年９月２８日（金）正午まで。

◇質疑の回答は、下記期日よりおしなり商店街振興組合ホームページに掲載します。
質疑回答：平成２４年１０月５日（金）

◇質疑回答書は、本要領の追加又は修正とみなします。
◇注意事項：
・この設計者選定に関する情報収集については、本質疑応答の中で行うこととし、各関係機関への個別の問い合わせはご遠慮ください。また、電話等による質疑は受け付けません。
11．審査方法

●本設計者選定は２段階方式による一般公募型設計者選定です。
●選定委員会の議決権は、選定委員のみが有します。
●第１次審査、第２次審査は非公開で実施します。

(1)第１次審査

◇原則として匿名により審査を行います。
◇審査結果は、速やかに、振興組合のホームページに掲載します。
◇選定委員は、意見交換会での意見を参考にしますが、これらから拘束を受けません。
◇「17．欠格事項」に該当する応募作品を除く全作品について対象とし、設計候補者３者を選定します。
 (2)第２次審査（最終審査）
◇設計候補者は、第２次審査に先立って、振興組合とそれぞれ１時間程度の意見交換を行います。

◇最終審査では、設計者によるプレゼンテーションの後、振興組合との意見交換会及び選定委員会とのヒアリングを経て、第２次審査を行い、最優秀賞、優秀賞、次点を選出します。
◇選定委員会委員長は最終審査終了後、審査結果を速やかに振興組合に報告するものとします。
◇審査結果は、振興組合ホームページで公表し、３者に対して文書により通知することとします。
12．審査項目

【第１次審査】

(1)提案内容

今後の総合的な街づくりへの展開の可能性、提案の独創性、的確性を評価します。

(2)業務の理解度

商店街の位置づけや役割、商店街や地域の活性化のための課題、今後の商店街の街づくりのあり方などを的確に把握しているか評価します。

【第２次審査】

(1)技術提案の内容

技術提案の創造性、的確性及び実現性を総合的に評価します。特に実現性について重視します。

(2)業務実施方針の内容

業務への取組体制、設計チームの特徴（協力体制・業務分担体制等）を総合的に評価します。
13．提案図書に関する著作権等

◇著作権はそれぞれの応募者に帰属します。
◇最優秀作品をおしなり商店街まちなみリニューアル事業に使用することができることとします。 ただし、「15．最優秀者の作品等の取扱いの」による場合は、優秀作品を使用できることとします。
◇著作権あるいは意匠権等に関する公的権利の確保は、応募者が自らの責任において行うものとします。
14．提案図書の取り扱い

◇提案書提出後において、設計者の特定までの間は提案書に記載された内容の変更は認めません。

◇提案書に記載した予定技術者は、本業務がすべて終了するまで原則として変更できません。ただし、特別な理由により変更を行う場合は、同等以上の技術者であることと振興組合の承諾を得なければなりません。

◇設計等の作業については、選定者の提案書に記載された提案等を反映しつつ、振興組合との協議により進めるものとします。

◇提出されたすべての提案書は返却しません。

◇提出された提案書等は、選定作業などに必要な範囲において複製を作成する場合があります。

◇提出された提案書などは、技術提案者特定後一定期間公表する、または記録集等としてとりまとめる場合があります。
◇特定に至らなかった提案内容においても、提出者と振興組合の相談の上、アイディアを活用させて頂くことがあります。

15．最優秀者の作品等の取り扱い

◇最優秀賞の設計者（以下「最優秀者」と言います。）は、振興組合と随意契約する第1交渉権を有するものとします。
◇設計者選定により特定された設計者は、基本設計及び実施設計を実施するものとします。
◇最優秀者と振興組合が設計契約条件等で合意に至らなかった場合、あるいは最優秀者の応募提案が欠格事項に抵触し失格することが後日判明した場合は、その者との契約を結ばず、もしくは破棄して、優秀賞の設計者と契約の交渉を行うこととします。
◇基本設計等の段階で、特定された設計者の同意の下、設計内容の一部の変更を求める場合があります。
16．業務委託料

◇基本設計及び実施設計の委託契約料は、振興組合が定めた額を上限とします。
17．失格事項

次の各号の一に該当する場合は、失格とします。選定後に判明した場合にもまた同様とします。
(1)応募登録していない者
(2)応募作品が、提出期限を過ぎて提出されたとき
(3)応募登録及び応募作品が、定められた仕様に違反しているとき
(4)応募作品に記名又は応募者が特定できるサイン等が記入され、あるいは第１次審査以前に応募者を特定する行為等を行ったとき
(5)第三者の著作権、意匠権等を侵害したとき
(6)応募登録における記載事項及び提案図書等に虚偽の記載があるもの
18．事業予定

◇基本設計及び実施設計：平成２４年度内

◇建設工事：平成２５年度内

19．その他

◇応募者は応募作品提出により、実施要領の各条件を受諾したものとみなします。
◇設計業務の受託者並びに当該受託者と資本及び人事面において関連があると認められる者は、実施設計後に発注される予定の建設工事の入札には参加できません。
以上
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